
①団体会費 ②個人会費 案
支部交付金
 （Ａ－Ｂ）

@ 130,000
交付金比率

区分 ③学校会費
　会員数 / 口数 ＠ 50,000

※ ＠ 80,000

支部 円 円 円 円 円 円

20 / 68 136,000 55 55,000 3 150,000 341,000 280,000 61,000

※ 0 ※
長野 ※ 0 ※ ※ 30 ※ 90,000 3 ※ 240,000 ※ 330,000 ※ 330,000

計 136,000 145,000 390,000 671,000 610,000 49,000

11 / 54 108,000 117 117,000 5 250,000 475,000 380,000 95,000

※ 0 ※
新潟 ※ 0 ※ ※ 49 ※ 147,000 5 ※ 400,000 ※ 547,000 ※ 547,000

計 108,000 264,000 650,000 1,022,000 927,000 77,000

12 / 35 70,000 55 55,000 3 150,000 275,000 注4 275,000 0

※ 0 ※
富山 ※ 0 ※ ※ 24 ※ 72,000 3 ※ 240,000 ※ 312,000 ※ 312,000

計 70,000 127,000 390,000 587,000 587,000 0

14 / 71 142,000 407 407,000 4 200,000 749,000 330,000 419,000

※ 0 ※
石川 ※ 1 ※ 20,000 ※ 253 ※ 759,000 4 ※ 320,000 ※ 1,099,000 ※ 1,099,000

計 162,000 1,166,000 520,000 1,848,000 1,429,000 339,000

9 / 40 80,000 93 93,000 3 150,000 323,000 280,000 43,000

※ 1 ※ 2,000
福井 ※ 1 ※ 20,000 ※ 32 ※ 96,000 3 ※ 240,000 ※ 358,000 ※ 358,000

計 100,000 191,000 390,000 681,000 638,000 35,000

66 / 268 536,000 727 727,000 18 900,000 2,163,000 1,545,000 618,000

※ 1 ※ 2,000
合計 ※ 2 ※ 40,000 ※ 388 ※ 1,164,000 18 ※ 1,440,000 ※ 2,646,000 ※ 2,646,000

計 576,000 1,893,000 2,340,000 4,809,000 4,191,000 500,000

注) １．上段は，北陸信越工学教育協会会費を示す。

２．中段の※は，日本工学教育協会会費を示す。

３．下段は，上段と中段の合計である。

４．（Ｂ）の上段は，学校会費に支部負担金130,000円を加えた額であり，中段は（Ａ）と同額である。

　　ただし，富山県支部については，現時点で（B）の上段の額が（A）の上段の額を超過するため，支部負担金を

　　超過額だけ減額調整する。

５．本表は（R7.5.1）現在の会員数で算定したものである。

　　ただし，日本工学教育協会会員数は名誉会員１名を除いたものである。

６．日本工学教育協会会費は３月末日を基本に算定したものである。

令和７年度各支部徴収金状況内訳（参考）

R7.5.1現在

　北工教企業 @ 2,000 　北工教一般　 @ 1,000
※日工教シニア @ 2,000

※日工教企業 @ 20,000 ※日工教Web   @ 3,000 ①＋②＋③ ③ +支部負担金

北工教会員数 計 計
講演会等
経費配分

金　　額 金　　　額 （Ａ） （Ｂ）
日工教会員数 日工教会員数

0.0987

0.1537

0.0000

0.6780

0.0696

1.0000

ois46820443
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